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セメント 

（kg） 

サンクレイ 

（kg） 

ＳＧ-１ 

（kg） 

圧縮強度 

σ 28（N/mm2） 

350 50 0.73 1.0 

500 40 0.88 3.0 

                                                     （湿潤密度：1.0ｇ/cm3 以上） 

上上記記はは配配合合例例のの一一部部ととななりりまますす。。配配合合量量のの調調整整にによよりりごご希希望望ににああっったた製製品品がが作作製製ででききまますす。。  

 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

日日本本のの土土木木イインンフフララはは「「造造るる時時代代」」をを経経てて、、「「持持たたせせるる」」ささららにに「「ななくくすす」」時時代代へへ向向かかううとと云云わわれれてておお

りりまますす。。上上下下水水道道・・用用水水路路のの改改修修もも、、開開削削がが出出来来なないい都都市市部部ななどどでではは更更新新のの際際、、既既設設管管ををそそののまままま利利

用用すするる各各種種 PPIIPP 工工法法やや、、撤撤去去せせずずにに残残置置すするるモモルルタタルル充充填填工工法法がが主主流流ととななっってておおりりまますす。。  

管管路路にに充充填填すするる場場合合はは、、両両端端部部をを閉閉塞塞しし注注入入口口及及びび排排出出口口（（確確認認口口））をを設設けけ、、一一方方よよりり充充填填ししまますす。。残残水水はは確確認認

口口よよりりすすべべてて排排出出さされれまますす。。ももちちろろんんＳＳＧＧググララウウトトははノノーーブブリリーーデディィンンググ。。完完全全充充填填がが可可能能でですす。。  
用 途 

１．さや管と新設管との空隙部 

２．不要となった使用廃止管内部 

３．サイホンで水が抜けない管路 

４．湧水のある構造物の背面空隙部 

５．地下水位以下の充填箇所 

６．充填後に撤去の可能性がある充填箇所  

使 用 廃 止 管 

残残水水完完全全排排出出  

ＳＳＧＧググララウウトト  

１．原材料は、天然鉱物からなり繊

維等の有機物は一切含んでおりま

せん。 

２．練り上がり時は高アルカリを示しま

すが、他のセメント系材料と扱いは

同じで問題ありません。 

安全性 

「「造造るる」」かからら「「創創るる」」へへ  
  

溜溜ままりり水水にに希希釈釈さされれるる事事ななくく充充填填がが可可能能でですす。。  

ＳＳＧＧググララウウトト  
溜溜溜まままりりり水水水   溜溜溜まままりりり水水水   

 

ししかかしし、、地地下下にに埋埋設設さされれたたここれれららパパイイププラライインンににはは殆殆どどのの場場合合水水ががあありり

ググララウウトトのの性性能能をを弱弱めめてていいままししたた。。水水にに触触れれててもも希希釈釈さされれなないいモモルルタタ

ルル。。そそれれががここれれかかららのの時時代代ににはは不不可可欠欠とと考考ええ、、ここここににＳＳＧＧググララウウトトをを提提

案案いいたたししまますす。。溜溜ままっったた水水（（SSttiillll  wwaatteerr））をを押押ししややるる（（GGoo  oovveerr  tthheerr））

ググララウウトト（（GGrroouutt））  

ＳＳＧＧググララウウトトでで日日本本のの未未来来をを創創りりまますす。。  

標 準 配 合 

 品 質 特 性 

 施 工 方 法 

高充填性 高流動性 

高耐水性 

ササンンケケイイ  ジジェェルル  

ＳＳＧＧググララウウトトはは可可塑塑性性モモルルタタルル  

ににはは不不可可能能ででああっったた延延長長のの長長いい廃廃止止管管  

ＰＰＩＩＰＰ工工法法とと呼呼ばばれれるる鞘鞘管管内内のの充充填填をを可可能能ににししまますす  

上上下下水水道道・・農農業業用用水水関関連連事事業業等等でで実実績績をを積積んんででおおりりまますす  


